
～来たるべき大地震に備えて～ 

被災地取材で 
感じた防災の教訓 

フォトジャーナリストかさこ 



私の立ち位置 

・ 2011年は会社所属のライター・カメラマン 

・専門は金融・経済・旅行・企業取材 

2 

311→何か自分にできないか？ 

個人で毎月取材し、ネットにレポート 

現地情報を伝える役割に 
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取材 
①2011.4.2   千葉県浦安市 
②2011.4.20  宮城県石巻市 
③2011.5.7   長野県栄村 
④2011.5.14-15 福島県いわき市 
⑤2011.6.18-19 福島県いわき市 
⑥2011.7.2-3  福島県いわき市 
⑦2011.7.23-24 福島県南相馬市 
⑧2011.8.6-7  福島県いわき市 
⑨2011.9.23-25 福島県いわき市 
⑩2011.10.8-10 宮城県石巻市、雄勝町、田代島 
⑪2011.11.5-6 宮城県気仙沼市、岩手県陸前高田市 
⑫2011.11.21 宮城県仙台市 
⑬2012.3.29-31 福島県田村市、原発20キロ圏内 
⑭2012.5.22-23 福島県いわき市 
⑮2012.7.5-10 宮城県石巻市、岩手県陸前高田市 

主にボランティアと同行し、被災地取材 
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私の役割 

防災の専門家
ではない 

ボランティア 
ではない 

大手メディア 
ではない 

一般の人の目線に近い視点で 
被災地を見ることができた 

被災地で起きたことを 

伝えることで災害が起きた際の
参考になるのでは 



講演の模様はネットで紹介OK 

・講義中の写真撮影OK 

（他の参加者の顔がはっきり写らないように） 

・動画はNG 

・ツイッターやフェイスブック、ブログなどで、 

講演の模様や感想などぜひ書いてください 

・講演レポートを書いた旨、お知らせいただけれ
ば、ツイッターでRTします 

5 
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震災の４つの教訓 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 
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序：酒田市の災害 
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酒田市の津波予測 
酒田市のＨＰより 
2012年3月6日公表 
 
青：2ｍ以上 
緑：0.5～2ｍ 
黄：0.5ｍ以下 
 

「この津波浸水域予
測図はあくまで予測
であり、浸水域に入っ
ていない地域につい
て、絶対に浸水がな
いということではあり
ません」 



9 

酒田市の水害予測 

酒田市のＨＰより 

「台風や集中豪雨な
どの大雨により、最
上川や赤川が氾濫す
ると、酒田市内の住
宅地の38.9％が浸水
する可能性」 
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山形県の地震 
  4 ５弱 ５強 ６弱 ６強 7 合計     4 ５弱 ５強 ６弱 ６強 7 合計 

福島県 90 15 7 2 1 0 3800   富山県 0 0 0 0 0 0 76 

茨城県 78 10 3 2 2 0 3135   沖縄県 2 0 0 0 0 0 63 

宮城県 64 9 1 0 1 1 2545   滋賀県 0 0 0 0 0 0 59 

岩手県 48 6 1 2 0 0 1978   広島県 2 1 0 0 0 0 55 

栃木県 32 3 2 0 1 0 1461   福井県 1 0 0 0 0 0 54 

千葉県 27 3 1 1 0 0 1425   兵庫県 0 0 0 0 0 0 53 

群馬県 11 0 1 1 0 0 911   宮崎県 0 0 0 0 0 0 53 

埼玉県 18 3 0 1 0 0 897   大阪府 0 0 0 0 0 0 46 

長野県 25 3 1 2 1 0 840   奈良県 1 0 0 0 0 0 46 

山形県 16 2 1 0 0 0 814   京都府 0 0 0 0 0 0 44 

新潟県 13 3 1 1 0 0 787   大分県 0 0 0 0 0 0 42 

青森県 15 2 2 0 0 0 767   三重県 0 0 0 0 0 0 40 

東京都 7 1 1 0 0 0 665   島根県 3 0 0 0 0 0 37 

秋田県 13 1 3 0 0 0 617   高知県 0 0 0 0 0 0 35 

神奈川県 3 2 1 0 0 0 414   岡山県 0 0 0 0 0 0 32 

北海道 12 1 1 0 0 0 405   徳島県 1 0 0 0 0 0 32 

静岡県 3 3 0 0 1 0 364   愛媛県 0 0 0 0 0 0 32 

岐阜県 6 0 0 0 0 0 251   福岡県 0 0 0 0 0 0 30 

山梨県 3 0 2 0 0 0 241   香川県 1 0 0 0 0 0 25 

鹿児島県 2 0 0 0 0 0 159   長崎県 0 0 0 0 0 0 23 

和歌山県 4 0 1 0 0 0 98   鳥取県 1 0 0 0 0 0 21 

石川県 1 0 0 0 0 0 90   山口県 0 0 0 0 0 0 21 

愛知県 2 0 0 0 0 0 83   佐賀県 0 0 0 0 0 0 12 

熊本県 1 0 1 0 0 0 83                   

2011年に起きた都道府県別地震回数（出所：気象庁のデータをもとに作成） 
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酒田市の地震 

1833年：庄内沖地震、大津波 
1894年：庄内地震（酒田市震源） 
火災により8割の家が焼失 
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教訓①川沿いも危ない 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 



撮影：2012.7.9 宮城県石巻市 



14 東日本大震災でひどかったのは津波 
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他人事ではない津波 

海沿いに住んで 
ないから関係ない？ 

津波がひどいのは 
宮城・岩手だけ？ 

宮城・岩手だけ 
ではなかった 

内陸でも川沿いの 
地域の被害も甚大 

東日本大震災後、あらゆる地域で、津波の想定見直し 
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宮城県石巻市の場合 



17 



18 海沿い（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市門脇町・南浜町） 



19 高台との比較（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



20 壊滅した町のすぐそばの高台（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



21 石巻駅そば（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



22 海そばでなくてもこの被害（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



23 

・津波被害は海か
らの距離に比例し
ない。 

・海から近くても高
台なら安全。 

・海から離れてい
ても川沿いは注意。 



（撮影：2011.10.9 宮城県石巻市大川小学校） 24 

108人中84人が亡くなった 
東日本大震災最大の悲劇の一つ 



25 2004年宮城県第三次地震被害想定調査 

大川小学校は避難所に指定 
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「想定外」の大津波。３階でも危ない 
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石巻雄勝病院には高さ20ｍの津波 
生存者は裏山の高台に逃げた人など6人のみ。 

３階建ての病院、屋上まで津波 
64人死亡、生存者はわずか6人 



東日本大震災の教訓① 
①安全と言われていた場所が 
安全とは限らない 
 
②高台は無事。 
とにかく高いところに逃げる 
 

③川のそばも危ない 
 

28 
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教訓②ボランティアを呼び込む 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 
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避難所の待遇格差 
↓ 

被害が広範囲で手が回らない 
支援が大きな町に集中 

↓ 
支援がこない 

忘れられた被災地も 
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忘れられた被災地 
（撮影：2011.5.7 長野県栄村） 
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2011.3.12に 
長野県栄村で 
震度6の地震 

↓ 

村の90％、 
2000人が避難 

↓ 

土砂崩れにより孤立 
↓ 

報道や支援は 
東北沿岸部ばかり 

↓ 

支援が来ない！ 
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地震の後に生き残るために 

メディアの報道の仕方で、 
被災地、避難所に待遇格差 

支援待ち、行政頼みではなく、 
自ら積極的に情報発信することが大事 

被災者自ら情報発信し 
ボランティアや支援を呼び込めるか 



34 

避難所格差はボランティアで決まる 

（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 



一晩泊まっただけでもかなりしんどい。 
（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 35 



悪い避難所から良い避難所に 

36 

・ボランティアが少ない 
・学校が非協力的 
・行政も手が回らない 

・情報の一元管理 
・外部との連携 
・支援が増える 

市内の避難所の
中ではあまり評判
のよくない避難所 

東京のボランティア団体が常駐し、 
避難所の仕切り役に 

市内の避難所の
中で評判のよい避
難所に 
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ボランティアによる炊き出しで温かいものが食べれる 
撮影：2011.5.15 福島県いわき市 



いい避難所 

・避難所を仕切る人が窓口となり、 

情報を一元管理 

・不足物資の把握、支援物資の管理、 

行政やボランティア、他の避難所との連携 
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わるい避難所 

・窓口がないので支援が入りずらい 

・現状の把握ができていない 

・行政からの最低限の支援のみ 

 



被災地から約1600ｋｍ。宮崎から風呂を作って支援に訪れた人も。 
しかし被災地では支援不要と何度も断られた。 
（撮影：2011.7.24 福島県南相馬市の避難所） 

39 

行政が支援を断ってしまうことも 



長崎の職員が大活躍（撮影：2011.5.15 福島県いわき市） 
40 



被災地支援を歪める壁 

41 

いくらでも 

支援がほしい。
人手も不足！ 

支援したいが 
情報が不足。 
受入先不明 

被災地 被災地外 行
政 

報
道 

助けてもらいたい人は 
いっぱいいる！ 

助けたい人も 
いっぱいいる！ ミスマッチ 



被災者がネットで直接発信 
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いくらでも 

支援がほしい。
人手も不足！ 

支援したいが 
情報が不足。 
受入先不明 

被災地 被災地外 

助けてもらいたい人は 
いっぱいいる！ 

助けたい人も 
いっぱいいる！ 

ネットで 

直接やりとり
マッチング 
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ラクガキではない（撮影：2011.8.7 福島県いわき市） 
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人口100人、見捨てられた離島の奇跡 

宮城県石巻市田代島の例 
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田代島 
・人口100人 
・高齢化率82％ 
 
震災被害 
・家屋倒壊はわずか 

・主力産業の漁業関連施
設や道具が被害に 
↓ 
被害総額1億5000万円！ 



46 
「にゃんこザプロジェクト」で3カ月で1億5000万円調達！ 



避難所格差は公助・自助・共助の和 
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東日本大震災の教訓② 

①地元自治体がすべて被災者のケア
をしてくれるとは限らない。 
 

②被災者自ら避難所で働かねばならな
い（お客さんではない）。 
 

③被災者自ら情報発信し、ボランティア
を積極的に受け入れることが重要。 
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教訓③情報のウソ 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 
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3/13日本の原子炉は 
メルトダウンの可能性 3/11チェルノブイリより最悪。 

原発事故により被害拡大 

2011年3月、震災直後に、 
外国人の知人がフェイスブックに投稿していたニュースサイト 

日本の報道は信じられるか？ 
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ドイツ気象庁の放射能物質拡散予測予報（2011年4月） 
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「風評被害を助長」「売れるために恐怖心を煽りすぎ」と 
大ブーイングを浴びたAERA（2011年3月19日発売号） 



53 

VS 

絶賛された「日本を信じよう」。 
でもこの時、「日本」を信じてはいけなかった。 



見えない恐怖の放射能。 
ガイガーカウンターがなければ、危険かまったくわからない。 

（撮影：2011.7.23 福島県飯館村） 
54 



55 

放射能の恐ろしさ 
↓ 
原発との距離に 
比例しない！ 
 
汚染のため 
帰れなくなった 
“死の町”地図 
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0.90～1.40 

0.20～0.30 

2.00～15.00 
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原発 
0.20～0.40 

10～20 
1.00～2.00 

0.10～0.20 

距離に比例しない放射能の恐怖 



首都圏でパンが品切れ続出の３月（写真右）に、 
福島いわき市の避難所では、食べきれない量のパンが（写真左）。 

（撮影：2011.3.30 福島県いわき市の避難所） 
57 



58 
石原軍団による炊き出し（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 



59 
津波被災地そばのコンビニ（撮影：2011.4.20 宮城県石巻市） 
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mixiコミュニティ：東日本大震災＠いわき市生活情報 

情報ボランティアの重要性 



61 ツイッターで原発被災者の居場所確認 
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東日本大震災の教訓③ 

①日本の大手メディアの情報だけを鵜
呑みにするのは危険。ネットで海外情
報にも目を配る。 
 

②世の中の雰囲気にのまれてはいけ
ない。 
 
③生きていくための生活情報が大事。 



63 

教訓④地元同士のいがみあい 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 



復興を妨げる被災者同士の対立 

64 

家が全壊した 
被災者 

家が一部 
損壊した被災者 

家が無事だった
被災者 

嫉妬 
遠慮 
無関心 

・義援金の違い 
・支援物資の違い 
・声をかけにくい 
・被害が少ないのに 
支援を受ける 
わけには・・・ 

・自分のことで精一杯 
・県外のボランティア 
にまかせればいい 
・他人事 



復興を妨げる被災者同士の対立 
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県外に 
一時避難した人 

県内に 
残った人 

・裏切り者 
・逃亡者 
・何を今さら 
・一番苦しい時に 
いなかった 
・逃げる場所が 
あるなんてずるい 



復興か感傷か 
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観光バスが行き交う被災地／被災した場所で名産を売る被災者 
撮影：2012.7.9 宮城県石巻市 

観光地化を不謹慎ととらえるか 
早く復興する人の足を引っ張る人も 



新たなコミュニティの対立 
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家が全壊した 
被災者 

家が一部 
損壊した被災者 

家が無事だった
被災者 

原発被災地の 
避難者 

嫉妬 
遠慮 
無関心 



68 

うまくいっている仮設住宅 

バラバラの地域の人たちが仮設住宅に。 
畑を耕すことで共通の話題、コミュニケーション 

↓ 
仲のよいわきあいあいとした雰囲気 
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東日本大震災の教訓④ 

①災害が起きると、助け合いだけでなく、
嫉妬や対立も起きてしまう。 
 

②復興のスピードに差がついてしまう
のは仕方がない。足を引っ張るのでは
なく、できる人から復興してもらう。 
 

③古いコミュニティにこだわらず、新し
い人たちと関係を作っていく 
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講演まとめ 

川沿いも 

危ない 

ボランティアを 

呼び込む 

情報のウソ 
地元同士の 

いがみあい 
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①津波は川沿いも注意。 
 

②避難所生活の改善のためには、自ら
情報発信し、ボランティアを呼び込む。 
 

③有事こそ情報が大事。複数の情報源、
一次情報重視、空気に惑わされない。 
 

④被害格差があるのは仕方がない。
引っ張り合いではなく助け合いを。 
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東日本大震災を教訓に 
来たるべき大地震に備えれば 
被害を最小限にすることも 

↓ 

防災より減災 
自然災害は防げないが 
二次災害、三次災害や 

人災は防げる 
 



同時被災しない場所の人とつながりを 

酒田で何かあれば、できうる限りの支援をします 

↓ 

ツイッターやフェイスブックで 

気兼ねなくつながってください 

「かさこ」で検索 
ツイッター @kasakoworld 

フェイスブック kasakotaka 
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ご清聴ありがとうございました 
 

詳しくは 
書籍「検証・新ボランティア元年」 
 

または 
 

ホームページ「かさこワールド」 
http://www.kasako.com 
をご覧ください。 
 
 


